
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）の活動状況

○九州地方整備局を中心として全国の地方整備局等のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを被災地に派遣
○本日３０２人のTEC-FORCEが排水活動、被災状況調査、リエゾン・JETT（気象庁）による自治体支援を実施。

排水ポンプ車６０台を現地へ配備し、排水活動を実施（九州５２台）。

○7/7より球磨村において河川、道路、土砂災害等の被災状況調査を開始し、復旧に
向けた調査を本格化。その他、人吉市、芦北町等においても被災状況調査を実施。（球磨村に53人派遣）

令和２年７月９日 12:00時時点

・派遣人数 のべ1255人・日
・災害対策用機械 のべ442台・日

○甚大な被害を受けた地域の被災状況を調査
堤防決壊箇所（人吉市大垣地区）等の公共土木施設の被害状況を収集し、
復旧方針等を検討。

TEC-FORCEによる被災状況調査

７月８日 現地調査の状況
（熊本県人吉市）

７月８日 現地調査（ドローン調査）の状況
（熊本県人吉市）

○甚大な被害を受けた国道219号の被災状況を調査
道路班において、国道219号の被害状況を収集し、復旧方針等を検討。

熊本県球磨村へのTEC-FORCEの派遣

７月８日 現地調査状況
（国道２１９号 熊本県球磨村）

○早期浸水解消等に向け、排水活動を実施
応急対策班において、早期の浸水解消や今後の降雨に備え活動中。

排水ポンプ車による排水活動

７月８日 排水状況
（福岡県大牟田市三川ポンプ場）

７月８日 排水状況
（福岡県大牟田市）

○自治体へのアドバイスや関係機関との調整役としてリエゾンを派遣
被災した自治体に赴き、関係機関との情報共有会議や、孤立集落解消に向けた
取り組みの説明等を実施。

リエゾンの活動状況

７月８日 関係機関との情報共有会議
（熊本県芦北町）

７月８日 球磨村長への孤立集落解消に向け
た取り組みの説明状況（熊本県球磨村）

７月８日 現地調査状況
（国道２１９号 熊本県球磨村）


